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未来を切り拓くマイクロソフトの
クラウド戦略

2015/06/4
日本マイクロソフト株式会社
エリアパートナービジネス営業統括本部
東日本パートナー営業本部
高橋 洋
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38年 13年 4年 3年 0.5年

(9か月で1億人)

利用者が

5000万人に

達した期間

いま、世の中で何がおきているのか：終わることのないICTのイノベーション

現代のスマートフォンは1995年の大型コンピュータより100万倍安く, 1000倍強力で, 10万倍小さい。

世界人口の50%が30歳以下で若者の96%がSNSに参加。英国では携帯アクセスの50%がFacebook。

全米3大ネットワークの新規閲覧者は毎月1000万人。MySpace + youtube + Facebookは毎月2億5千万人。

１週間分の「New York Times」に含まれる情報は１８世紀の人が生涯に出会う情報より多い。

NTTの第3世代光ファイバーはCD2660枚や電話21億回分の情報を１秒で送れる。

今年スーパーコンピュータは脳の処理能力を超え, 2049年には全人類の能力を超える。

今年１年で生まれるオリジナルの情報は4エクサバイトでこれは過去5000年の合計より多い。

他にもこんな話が...

2010年に最も需要の高い職種トップ10は2004年にはまだ存在していなかった。

1日送受信されるテキストメッセージは地球中の人口をはるかに超えている。

出典「Did You Know」＊コロラド州の教職員向けに作られたビデオ。21世紀に生徒が成功するために必要なものについて議論している。
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「業界では伝統ではなく、イノベーションだけが重んじられる」

サティアナデラ
マイクロソフトCEO

“Our industry does not respect tradition – it only respects innovation.”      by   Satya Nadella

Cloud First, Mobile First

• 150億ドル以上の投資

• 19Regionのデータセンター

• 日本市場への投資

• 開発プロセスをCloud Firstに

• 人を中心としたサービス提供

• 様々なデバイス/プラットフォームに対応



4

日本マイクロソフト株式会社 今後のビジネス展開
2015/1/7
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アベノミクス 消費税
8%へ引き上げ

女性就業数増加 急激な円安 2020年
東京オリンピック・
パラリンピック

世界最高水準の
IT利活用社会の実現

新CEO サティア・ナデラ就任(2/4)

パートナー
アライアンス

(IBM,SFDC,等)

Windows
ライセンス無償化
(9インチ以下向け)

デバイス
ビジネスの

加速

さらなる変革の加速
革新的で多くのお客様に親しみをもって利用される製品・サービスの提供
「プロダクティビティ&プラットフォームカンパニー」としての価値向上

Windows XP
サポート終了

Mobile First & Cloud First
・全てのデバイス、全ての人に一貫性のある体験をご提供
・モバイル管理の為の最適なソリューションを提供

将来の「日本マイクロソフト」を見据えて「変革」を推進し、より良き企業市民として、
さらに社会に貢献できる会社となるべく邁進してまいります。

Officeのマルチプラット
フォーム対応

(iOS,Android)

オープンソース
コミュニティとのさら

なる連携

「プロダクティビティ&プラットフォーム カンパニー」へ

先行きへの不透明感が強まった1年

クラウド
ビジネスの

加速

Surface
第3世代発売

Office
Premium 発売

「プロダクティビティ&プラットフォームカンパニー」への変革

設立40周年

(2月)Microsoft Azure
日本DCサービス開始

(12月) Office 365
日本DCサービス開始

日本における変革の推進

平成27年：安倍総理就任から２年

マイナンバー
通知

simロック解除

• 東日本,西日本 2つのリージョンの複数拠点で稼働
• 国内のみでの高い冗長性を提供
• オンプレミス含めたハイブリッドクラウドを提供

• 様々な形状のデバイスに対応
(PC,タブレット,スマートフォン, Xbox ,組み込みデバ
イス)

• パートナー企業も含めたWindowsエコシ
ステム全体のさらなる拡大

(第一四半期)Dynamics CRM Onlineの日本
DCからの提供を予定

2015年7月 Windows Server
2003 サポートを終了

継続した「日本品質の追求」と国内データセンターの活用、様々なパートナー様との連携も拡大し、
2015年は企業の企業情報システムのクラウド化、近代化を一層支援

日本法人30周年へ

日本の成長に向けて、
ITベンダーの側面
から貢献したい

IoT,ウエアラブル
デバイスの普及
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Windows 10 リリースアップデート
2015/1/21

 1月21日(米国時間)レドモンド本社にて Windows 10 イベントを開催
 幅広いユーザー体験を実現する、新世代のWindowsを公開

－日本時間1/24よりWindows 10 Technical Previewのダウンロード開始
（日本語版提供）

 Windows 10 のラウンチから約 1年間無償でアップグレードを提供
(対象：Windows 7,Windows 8.1,Windows Phone 8.1 をご利用のお客様)

Windows 10リリースアップデート

 音声認識、音声会話対応のパーソナルアシスタント。や
りたいことがより簡単に、効率よく

 Windows PC/タブレット/Phone、すべてのデバイス
(Windows 10)にまたがりユーザーをサポート

 Web の共有、閲覧、検索、そしてオンラインでの作業が
より快適に行える、すべてが一新された次世代 Web ブ
ラウザー

 スマートフォン、タブレット、PC において、これまで
の Office と一貫性を保ちつつ、タッチに最適化された
Word、Excel、PowerPoint、OneNote、Outlook を提
供

 2-in-1 デバイスにおいて、キーボード＆マウスとタッチ
＆タブレットの切り替えを検出し、それぞれに最適化さ
れた UI を表示

 Windows 10 をスマートフォン、小型タブレット向けに
も提供。Windows 10 搭載PC とシームレス連動し、動
作も快適。

 Windows 10 は世界初のホログラフィック コンピュー
ティング プラットフォーム: 実世界でホログラフィック
を実現するための API 群を提供

 チームで自然なやり取りやコラボレーションを実現するた
めに設計された、新しい大画面ディスプレイ

 55 インチと 84 インチの 2 つのサイズで提供

 Xbox Live と新しい Xbox App による Windows 10 の
新しいゲーム エクスペリエンス

 DirectX 12 によるグラフィック性能の向上

Cortana Edge Office Continuum モード

Phone & Tablet Microsoft HoloLens Surface Hub ゲーミングエクスペリエンス
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国内パブリック クラウド動向、および IT サービス市場の方向性 (1/2)

 クラウド市場規模: 2018 年 1 兆 8000 億円

 2013 年比約 2.9 倍

• 2013 年 6,257 億円 (前年度比 22.6% 増)

 年平均成長率 (2013 ～ 2018 年): 23.6%

 パブリック クラウド市場

 クラウド市場全体の約 3 割 (2018 年 4,882 億円)

 利用者は拡大傾向

• IaaS 中心に激しい価格競争

 特に IaaS/PaaS 市場は急成長

• 年平均成長率 (2013 ～ 2018 年): 28.2%

 新規分野のみならず既存分野へのクラウド適用が進む
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21.9% 78.1%

クラウド
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プライベート クラウド (ホスティング)

パブリック クラウド

ハイブリッド クラウド

出典: 株式会社 MM 総研「国内クラウドサービス需要動向」2014 年 11 月

新規システム構築時のクラウド活用推移
• 「クラウド ファースト」が浸透、78.1% の企業が新規システム構築時にクラウドの活用を優先的に検討

• 「原則的にオンプレミス」と回答したユーザーは、2013 年と比べて、30.9% ⇒ 21.9% に減少。特定のシ
ステムを除いて、オンプレミスのシステムはクラウドへ移行していく

出典: 株式会社 MM 総研「国内クラウドサービス
需要動向」2014 年 11 月

69.1%

30.9%

2013年 (N=4,599)

78.1%

21.9%

2014年 (N=3,099)

+9.0%

クラウド

原則的にオンプレミス (非クラウド環境)

新規システム構築時のクラウド活用の内訳 2014 年
• 企業が利用するクラウド環境は、「プライベート クラウド (オンプレミス)」、「プライベート クラウド (ホス
ティング)」、「パブリック クラウド」の単体、もしくは組み合わせ

• ハイブリッドクラウド検討: 約 4 割 (クラウド サービスとオンプレミスのそれぞれのメリットを勘案して、
最適な方法で構築)

• 特に従業員数の多い企業ほど利用・検討率は高い (5,000人以上の企業: 2-3 割の利用率)
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国内パブリック クラウド動向、および IT サービス市場の方向性 (2/2)
国内クラウド サービス関連 IT サービス市場 支出額予測 (2013 年～ 2018 年)

 クラウド サービス向け IT サービス: 

2018 年 6,636 億円

 2013 年 2,024 億円 (前年比 37.8%)

 2013 年比 3.3 倍

 SI/コンサルティングや運用サービスなど人的能
力を提供するクラウド関連の IT サービスの市
場が大きく、且つ急速に拡大する

 「クラウド指向パートナー」(*1)は、多くの主要業
績評価指標において、その他のパートナーを上
回っている (*2)

出典: IDC Japan 「国内クラウドサービス向け IT サービス市場 2013 年の実績と 2014 年～ 2018 年の予測」 2014 年 6 月
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*1 売上高の50%以上がクラウドサービスに関連しているパートナー

*2 「成功するクラウドパートナー2.0」 IDC eBook 後援 Microsoft
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社内サーバーをクラウドへ移行

物理サーバー

（4core/8GB x 4台）

Microsoft Azure 

（4core/7GB x 4台 + ストレージ：2TB）

約600万円（初期投資）
（別途、ハード保守・運用費）

約140万円（年間）

ストレージ : 2TB
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基幹システム（SAP）をクラウドへ移行

シンプルな１台構成から、中～大規模構成まで信頼性の高い基盤を提供

シンプルな 1 台構成（小規模、開発／検証環境向け）

• 開発・検証環境としての利用
• 学習用、デモ用、トレーニング用など、常時稼働の必要が無く、

かつ必要な時に素早く展開することが求められる利用用途に最適

複数台構成（中規模～大規模向け）

• 比較的高いパフォーマンスが求められる本番環境としての利用
• AP サーバーの追加・インスタンス強化により、随時パフォーマン

ス増強が可能

2core/14GB x 1台 + ストレージ：1TB

（ネットワーク転送量：1TB/月で想定）

約60万円（年間）

2core/14GB x 4台 + ストレージ：4TB

（ネットワーク転送量：2TB/月で想定）

約260万円（年間）



…膨大な量のデータが蓄
積され…

情報を取得する
デバイスが…

…分析し、次のアクション
を導き、世界は変わる！

…様々に接続され

デバイス 接続 データ 分析



ロンドン地下鉄での IoTの推進



uID-Azure空間情報連携基盤

Microsoft Azure

uID 2.0+YRP UNLココシル



スマホアプリ
のダウンロード

来援前に開園時間やアクセス。観覧ポ
イントのチェック！

ついでに、スマホアプリのダウンロー
ド

■ 来園者のアプリダウンロード者数
の向上を図る施策

ー 入園割引ほか

お勧めルートの表示

季節や時間に応じて、一番動物の魅力
を感じてもらえるお勧めルートに沿っ
て観覧。
歩いている場所に応じて、次の動物か
らメッセージとルート誘導。
■ GPSよりも高精細な位置情報によ
りきめの細かいご案内。

動物の魅力の発信

展示舎に近づくとその動物に関する最新
の情報や飼育員の投稿などを表示。動物
のその場の動作の愛らしさに加え、より
詳しい生活や性格などでより愛される。
■展示舎に設置したマーカーより場所を
通知。
飼育員が日頃発信する動物情報を自動表
示。

帰宅後
継続的な情報提供

大好きになった動物。
帰宅後も継続的に動物情報、当日の観
覧車のツイートでにアクセスし、次の
来園を夢見る。

■帰宅後はマーカー受信オフ。クラウ
ド上にSNS情報、動画、ブログの統
合。

来場者サービス向上
高精度位置情報を利用したおもてなし



危機管理

災害時避難誘導

災害が発生した場合には、園内のサイ
ネージやアプリが自動的に災害モードに
変更。

最速でお客様を安全な場所に誘導。

■ 精細な動線管理で現実的な避難経路

■ 園内のお客様だけに限定して情報通知

収益向上

来場者の分析
月ごと、日ごとの来場者数分析に加え
て、天候情報や時間ごとの来場者分析を
することで、
適切なキャンペーンの実施
■ 入場ゲートのカメラで人数カウント
■ レストランの仕入れ調整、値引きな
ど

お客様
動線管理

動物園内部の精細な動線分析により、よ
りお客様に満足のいただける観覧コース
の提案や、全部の動物の魅力を感じてい
ただけるコースを提案。同時に安全管理
のポイント抽出
■ uマーカー設置によりGPSより精細な動
線
■ 天候、時間帯、季節などより細かい分
析

施設維持管理

施設維持管理
センサーにより維持管理が必要な場所
だけを対応指示。効率よく対応するこ
とで時間とコストの削減。
■ 溜まったごみ箱だけ対応
■ 照度センサーで切れた電灯のみ交
換

動物園の管理
おもてなしだけではなく効率的な経営管理の両立



トーチリレーWebサイト

オフィシャルWebサイト

ライブ配信・ストリーミング
モバイルアプリケーション

フィールド管理システム
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株式会社良品計画様

http://news.microsoft.com/ja-jp/2015/04/24/150424_powerbi_ryohinkeikaku/

• 会員分析が迅速に行えると同時に社内への共有・展開
も容易に

• 予測精度の高いマーケティング施策を実施するだけで
はなく、高速で回していくことで予測精度の高い施策
につなげることが可能に

• MUJI passportから取得された膨大なデータをデータ
分析の専門家ではない、店長やエリアマネージャーに
開放したい

• 明細に近いレベルの細かいデータ粒度であっても、数
秒～数十秒の短い時間で結果を表示する必要があった
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AVIVA社（英国損害保険会社）

• 既存の属性情報だけでなく、実際のドライバー
の運転属性（急発進、急停車など）をアプリ
ケーションで取得および診断

• 膨大なデータの収集や計算を、クラウドによっ
て実現

• 法規制により、性別の違いでは保険料の差異化
ができなくなった

• 運転者のドライブ特性に応じた保険料見積
システム構築は複雑で多大なコストがかかる

• 保険料計算に必要となるデータ収集を自動化

• 収集されたデータをベースにした保険料計算の
結果、保険料を最適化（双方のメリット）

• 口コミで評判が広まり、新規顧客を創出

大規模な仕組みをクラウドによって

低コストで実現
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事例企業 実現内容 ビジネス価値 どこで いつ

C
o
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n

e
ct

e
d

 C
o

n
su

m
e
r 

D
e
v
ic

e
s

Samsung 世界中でのスマートTV 新顧客体験を世界規模で提供 ②③

某社 (日本) 全製品のクラウド接続
製品サービスが連携すること
での新しい顧客体験創造

②③

Microsoft
ユーザの利用状況収集
オンラインゲーム

利用データに基づく商品の改
良
顧客のつなぎとめ

③

日本テレビ
双方向TV及びビッグ
データ分析基盤

リアルタイムでの視聴者の反
応を活かした番組制作

②③

C
o

n
n

e
ct

e
d

 V
e
h

ic
le

次
世
代
テ
レ
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス Qoros Motor 次世代テレマティックス ドライバー体験の差別化 ②

Daimler
EVカーシェアリング環
境

EV向け新サービスで街と連携
したエコ社会実現

②

トヨタ自動
車

新サービスとしての

HEMS
次世代ビジョンの具現化 ②

Delphi
車載機の双方向通信とド
ライバーへの情報提供

次世代基盤ビジネスの実現 ②

C
o

n
n

e
ct

e
d

 O
p

e
ra

ti
o

n
s 

/ 
S
e
rv

ic
e
s

産
業
機
器
・
設
備
利
用
の
効
率
化

M.G. Bryan
機器の遠隔監視に基づく
操業支援 (予兆保全)

高稼働率と操業コスト削減、
在庫削減

②

Rockwell 機器の遠隔監視・分析 高稼働率と操業コスト削減 ②③

Krones

機器の遠隔監視に基づく
操業支援 (操業コンサル
ティング)

お客様の保守業務効率化によ
り顧客関係の深化を実現

②③

ThyssenKrupp 

Elevator

機器の遠隔監視に基づく
操業支援 (予兆保全)

新市場の成長への追随、確実
な保守契約の獲得

②③

カーネギーメ
ロン大学

ビル運営管理
エネルギーコスト／オペレー
ションコストの削減

②

Areva
機器の遠隔監視に基づく
操業支援 (操業支援)

高稼働率と操業コスト削減 ②

C
it

y
 N

e
xt

ロンドン地
下鉄

機器の遠隔監視に基づく
操業支援 (操業支援)

分断されたプロセスの統合に
より新規投資領域を判断 N/A

バルセロナ
市

交通機関や市民のモバイ
ルからの情報収集と分析

市民のQOLや観光客の利便性
の向上、市民の声の議会への N/A

④モノの提供者の
市場競争戦略

モノ由来のデータ
①モノを利用する自社の
系

データ

フィードバック

分析・活用

②自社の他の系

③モノを利用する第三者
の系

他の系
由来のデータ

分析・活用

分析・活用

コスト削減（効率化、歩留り向上…）
製品機能の向上
人の安全（人の代替・自動化）
デバイス使用体験の創造

商品改良・企画（R&D, マーケティング）
プランニング（生産計画、在庫計画 …）
アップ/クロスセル (マーケティング、営業 )

カスタマーサービス（BPO やコンサル
ティングなど）
第三者のビジネスへの貢献

①導入

ステージ

②課題解決

ステージ

③継続、

アップセル

モノの利用者にとっていつ効果を発揮するか

どこでデータ活用の効果を発揮するか



Microsoft Cloud

ビジネス
アプリ

プロダクティビティ

プラットフォーム



Cloud First
業界では伝統ではなく、
イノベーションだけが
重んじられる
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サティア ナデラ

CEO, マイクロソフト

Our industry 
does not respect 
tradition – it only 
respects innovation.

Satya Nadella, 
Chief Executive Officer, 

Microsoft Corporation

開発プロセスを Cloud First に

 4 人ずつの開発グループ

 4 週間毎に、新機能をクラウド側に追加

 年に一度、オンプレミス製品に反映

200 を超えるインターネット スケールの自社クラウド サービス (Office 

365、Xbox Live、…) で得た知見をオンプレミス製品にフィードバック



おかげさまで、世界中でも日本でも、多くのお客様に利用されています。

Office 365 国内導入状況とシェア

主な国内事例 ユーザー数

トヨタ自動車 200,000
(ハイブリッド構成)

日本航空 20,000

大林組 15,000

ヤマハ 12,000

米国「フォーチュン500」
企業のうち60％が導入

日本「日経225銘柄」
企業のうち60％が導入

•Exchangeオンプレミス
(社内設置)と合わせると
国内最大のシェア(IDC調査)

世界中で

MS

A社 B社

その他

MSのシェアは拡大傾向

・MS ：32.6%
・A社：29.8%
・B社：19.5%
・その他：7.1%

マイクロソフトシェア

世界中で数千万ユーザーが利用

Office 365 国内利用ユーザー数推移

世界中でも、日本でも多くの公開導入事例

日本で

0

500000

1000000

1500000

2000000

2500000

3000000

1 2 3 4 5 6

http://www.jal.com/ja/outline/corporate/
http://www.jal.com/ja/outline/corporate/


目的：

• 機動力のある働き方

• グローバルレベルでの知見共有

• 会議の高度化

特長：

グローバルでIT基盤を統合しつつ、導入については

各リージョン単位に運営を分権して、連携を図る

対象：
• トヨタ自動車・国内ボディメーカー
• 北米
• 欧州
• 豪亜
• 南米
• 南アフリカ

背景
昨今の世界情勢や経済状況より、経営の安定・効率化と共にグローバルでの組織力
強化の為に、世界各国、地域との連携が今まで以上に急速に必要となっている
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PC からIM / 音声 / ビデオによる
コミュニケーション

 Office 365で情報共有基盤をクラウド化して、メール容量の増加を実現し、在席情
報、オンライン会議などの各機能に加え、Lync Serverのエンタープライズボイス機
能(PBX機能)により電話機能の統合も図り、業務における機動性と生産性向上を実現

 メールの容量負荷と運用コストの増加
 携帯電話の料金増加
 組織変更・異動時の座席レイアウト変更

毎に発生する工事費削減
 TV会議の運用コスト

 スピード感のある効率的な働き方
への取り組み

 働き方の変革に連動したオフィス
環境とITツールの統合化

PBXと電話機の
撤廃
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http://www.kaneka.co.jp/
http://www.kaneka.co.jp/
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=vBiIclh6QicvNM&tbnid=JpNgyaIFcf2UoM:&ved=0CAUQjRw&url=http://ja.logovaults.com/logo/6029-office-365-logo-jpg&ei=JHL3UcYc68yKAsS4gcgL&psig=AFQjCNHf8jWHQxcUcuY35R7snT-dEd6R0Q&ust=1375257488792401
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=vBiIclh6QicvNM&tbnid=JpNgyaIFcf2UoM:&ved=0CAUQjRw&url=http://ja.logovaults.com/logo/6029-office-365-logo-jpg&ei=JHL3UcYc68yKAsS4gcgL&psig=AFQjCNHf8jWHQxcUcuY35R7snT-dEd6R0Q&ust=1375257488792401
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事例３：Office 365 ヤマハ発動機株式会社
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事例４：Office 365 株式会社大林組

加速するグローバル戦略を支えるコミュニケーション基盤を、Office 365 でクラウド化。「ワーク
スタイル変革」 「コスト削減」 「BCP」など幾多のキーワードを満たす。

＜導入の背景と狙い＞
メール サーバーの老朽化に端を発し、グローバルで管理できるコミュニケーション基盤へ一気に進化

【中期経営計画 '12 基本方針】
1. 海外へのさらなる戦略的展開
2. ビジネス・イノベーション分野の発掘・育成
3. 利益を創出する技術への進化

「とにかくストレージ容量が足りないため、容量を多く使っている人には個別連絡して『サーバーからのメール削
除』をお願いしてきましたが、皆、忙しいこともあり、なかなか大変でした。一方で、3D モデルのデータなど、
メールに添付されるファイルは大容量化が止まりません。システムの更改に際しては、1 人あたりのメール ボック
スを、大容量化することが重要でした」。
→ 1 人あたり 25 GB の大容量

＜導入の経緯とシステム概要＞
約 14,000 ユーザーのメール環境移行を約 1 か月で完了し、BCP 対策まで実現

大林組への Exchange Online 導入は、日本マイクロソフトと共に、大企業向けのクラウド ソリューション「コ
ミュニケーション・コラボレーションソリューション」の共同開発および拡販を行ってきた日本電気株式会社
(NEC) がリードする、複数の IT パートナーによる共同体制で行われました。
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山形県内での取り組み
山形県、山形県市長会、山形県町村会の後援を受け、自治体向けクラウド利活用
セミナーを開催。

山形県として、クラウド活用による産業活性化、新たな住民サービス開発への期待
に言及頂く。
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YCC情報システム様によるAzureサービス

安否確認
ぶじっ

Cosail 除雪状況管理システム
雪ねぇ

除雪費計算システム 道路情報収集システム きぱっと就業 きぱっと給与

提供開始 2011.09 2012.06 2012.12 2013.12 2014.03 2014.07 2014.07

クラウド型安否確
認システムです。

災害時にリアルタ
イムで御社のパソ
コン･携帯･スマー

トフォンで
安否状況の確認が

できます。

配送車の配送状況
を確認できるサー

ビスです。

配送車がどのあた
りにいるのかがわ
かるので、到着時
間が予測できたり、
遅延などにも対応

できます。

自治体の担当者様
が除雪車の作業状
況を携帯電話やパ
ソコンから確認す
ることができます。

さらに住民向け除
雪状況公開機能を
使えば、除雪状況
を公開することも

可能です。

自動計算により除
雪関連事務の負担
を大幅に軽減しま

す。

GPSで除雪車の
正確な稼働時間を
算出し、日報作成
やタコグラフ確認
等の手間を削減で

きます。

パトロールの際に
発見した道路の異
常をシステムに登
録することで、管
轄する地域の道路
状況を一元管理す
ることができます。

クラウド型の就業
管理システムです。
業種や予算にあっ
た打刻方法で出退
勤を記録・データ
化し、管理できま

す。

クラウド型の給与
管理システムです。
給与計算、賞与計
算から社会保険処
理、年末調整処理
まで給与関連業務
をトータルサポー

トします。



デバイス

クラウド

• スマートフォン、タブレット、ウェアラブル、組み込みシステム
• 多言語音声認識・合成、機械翻訳、NUI、AI (人工知能) システム
• アプリの多言語とマルチプラットフォーム対応
• 高精度空間位置情報・観光情報リアルタイム翻訳

• 大規模大会運営インフラ
• 大規模高精細ビデオ配信
• 高度なサイバーセキュリティ
• IoT、統合監視・制御システム
• 機械学習による予測システム


